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住
宅
・
造
園
相
談
窓
口

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」

秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ�

1
７
３
６
・
８
２
８
１�

　
　

月　

日
（
土
）
に
第
６
回
秋
山
庄

１０

２７

太
郎
記
念
「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
選
授
与
式
、
入
賞
者
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
賞
受
賞
者
は
以
下
の
と
お

り
で
す
（
賞
名
・
作
品
タ
イ
ト
ル
・
花

名
・
作
者
名
・
住
所
の
順
に
表
記
、
敬

称
略
）
。

秋
山
庄
太
郎
賞
「
ば
ら
薫
る
」
バ
ラ
・

斎
藤
日
出
子
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
、
町

田
市
長
賞
「
ダ
リ
ア
」
ダ
リ
ア
・
河
野

輝
夫
（
町
田
市
）
、
町
田
市
議
会
議
長

賞
「
寸
光
」
ス
イ
レ
ン
・
佐
伯
信
（
東

京
都
葛
飾
区
）
、
富
士
フ
イ
ル
ム
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
賞
「
雅
」
イ
ワ
ユ
リ
・
引
野

晃
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
、
日
本
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
賞
「
雅
」
ア
マ
リ
リ
ス
・

小
島
恵
子
（
横
浜
市
）
、
湯
沢
高
原
ア

ル
プ
の
里
賞
「
か
た
ら
い
」
カ
ク
ト
ラ

ノ
オ
・
藤
巻
薫
子
（
新
潟
市
）
、
写
真

弘
社
賞
「
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
リ
マ
ム
」
オ

ス
テ
オ
ス
ペ
リ
マ
ム
・
椎
野
香
代
子

（
名
古
屋
市
）
、
ク
リ
エ
イ
ト
賞
「
サ

フ
ラ
ン
」
サ
フ
ラ
ン
・
丸
山

正
修
（
長
野
市
）
、
富
士
プ

ロ
ダ
ク
ツ
ア
ン
ド
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
賞
「
休
耕
田
に
咲

く
」
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
・
内
藤

健
一
（
相
模
原
市
）
、
秋
山

写
真
工
房
賞
「
オ
ニ
ユ
リ
」

オ
ニ
ユ
リ
・
三
膳
豹
一
（
新

潟
市
）
、
秋
山
庄
太
郎
写
真

芸
術
館
賞
「
バ
ラ
」
バ
ラ
・
三
膳
美
江

（
新
潟
市
）
、
町
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
賞
「
野
辺
の
花
」
リ
ン
ド
ウ
・
高

田
健
一
（
千
葉
市
）
、
東
京
町
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
」

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
小
俣
茂
子
（
東
京
都
杉

並
区
）
、
町
田
市
文
化
協
会
会
長
賞

「
炎
」
ダ
リ
ア
・
今
野
清
行
（
町
田

市
）
、
町
田
市
美
術
協
会
会
長
賞
「
夏

空
の
彼
方
」
ヒ
マ
ワ
リ
・
あ
ら
い
誠
一

（
町
田
市
）
、
ク
ラ
フ
ト
工
房　

ラ
・

ま
の
賞
「
カ
ラ
ス
ウ
リ
」
カ
ラ
ス
ウ
リ

・
島
田
博
（
東
京
都
福
生
市
）
、
カ
メ

ラ
の
キ
タ
ム
ラ
町
田
・
鶴
川
店
長
賞

「
黄
昏
ど
き
」
プ
ラ
ム
・
大
澤
弘
（
町

田
市
）
、
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
運
営

協
議
会
会
長
賞
「
乱
舞
」
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
・
正
村
直
子
（
川
崎
市
）
、
町
田
市

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
企
画
会
会
長
賞
・
ケ
シ

・
児
玉
洋
子
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー
賞
「
愛
ら

し
い
」
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
小
山
千
枝
子

（
東
京
都
渋
谷
区
）
、
審
査
員
特
別
賞

「
サ
ギ
ソ
ウ
」
サ
ギ
ソ
ウ
・
鈴
木
三
雄

（
町
田
市
）

○
入
選
作
品
展
は　

月　

日
（
日
）
ま

１１

２５

で○
休
館
日　

火
曜
日

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

　

第
６
回
秋
山
庄
太
郎
記
念

第
６
回
秋
山
庄
太
郎
記
念

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

　

「
家
の
増
・
改
築
や
修
繕
、
庭
木
の

手
入
れ
を
し
た
い
が
、
適
当
な
業
者
を

知
ら
な
い
で
困
っ
て
い
る
。
」
と
い
う

方
へ
、
市
に
登
録
の
あ
る
建
築
・
造
園

関
係
団
体
を

通
じ
て
業
者

の
あ
っ
せ
ん

を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、

ご
相
談
下
さ

い
。

□問
 

産
業
観
光

課
住
宅
・
造
園
相
談
窓
口
11
７
２
４
・

２
１
２
９

つ

る

っ

こ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

【
①
ど
ん
な
芽
が
出
る
の
か
な
？
】

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を
よ
ん
で
、
種

の
絵
か
ら
何
か
が
出
て
く
る
絵
を
描
き

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
材
料
、
描
き
方
を

体
験
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
５
歳
〜

小
学
３
年
生
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２５

１０

　

分
〜
正
午

３０

○
定
員　
　

人
２０

○
講
師　

芽
が
出
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代

表
・
安
田
早
苗
氏

【
②
わ
く
わ
く
ら
ふ
と
「
手
織
り
の
マ

ッ
ト
」
】

　

い
ろ
い
ろ
な
色
の
毛
糸
を
自
由
に
組

み
合
わ
せ
て
、
簡
単
編
み
機
で
織
物
を

し
よ
う
！

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

〜　

歳
の
方

１８
○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時

１１

２５

〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

１
０
０
円◇

○
申
し
込
み　

①
は　

月　

日
、
②
は

１１

１１

　

月　

日
の
午
前　

時
か
ら
直
接
ま
た

１１

１６

１０

は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

（
11
７
０
８
・
０
２
３
６
）
へ
。

※
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
保
護
者
に

限
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
講
座

初
心
者
向
け

　

調
べ
も
の
を
お
手
伝
い
す
る
「
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」
の
ご
案
内
と
、

基
本
的
な
辞
典
類
の
紹
介
、
実
際
に
資

料
を
使
っ
た
演
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、

相
模
原
市
、
八
王
子
市
在
住
の
高
校
生

以
上
の
方

○
日
時　
　

月
１
日
（
土
）
午
前
９
時

１２

　

分
〜　

時　

分

１５

１１

３０

○
会
場　

中
央
図
書
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前　

時
か

１１

１３

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
中
央
図
書
館
４

階
メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
11
７
２
８
・

８
２
２
０
）
へ
。

※
一
回
の
申
し
込
み
で
２
人
ま
で
可
。

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

【
①　

メ
ビ
タ
・
マ
ー
の
お
も
し
ろ
ふ

Mr.

し
ぎ
造
形
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後
３
時

１１

２１

〜
３
時　

分
と
午
後
４
時
〜
４
時　

分

５０

５０

の
２
回

○
内
容　

「
版
画
で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を

作
ろ
う
」

○
定
員　

各　

人
１５

○
費
用　

１
０
０
円

【
②
折
り
紙
遊
び
】

　

み
ん
な
で
楽
し
い
作
品
を
作
ろ
う
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
３
時

１１

２２

　

分
〜
５
時

３０○
内
容　

「
お
し
ゃ
べ
り
キ
ツ
ネ
と
カ

エ
ル
」

【
③ 
鳥  
博  
士 
と 
羽  
根  
先  
生 
】

と
り 
は
か 

せ 

は 

ね 

せ
ん 
せ
い

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
世
界
に
ち
ょ

う
せ
ん
だ
！

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後
３
時

１１

２７

　

分
〜
５
時

３０○
内
容　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
を

作
ろ
う
」

○
定
員　
　

人
２０

【
④
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後
３
時

１１

２６

　

分
〜
４
時

３０○
内
容　

「
お
ば
け
屋
敷
」

◇

○
申
し
込
み　

①
③
は
直
接
ま
た
は
電

話
で
同
館
（
11
７
１
０
・
１
４
７
５
）

へ
。
②
④
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

子
ど
も
年
賀
状
教
室

町
田
市
民
文
学
館

　

来
年
の 
干  
支 
の
ネ
ズ
ミ
を
描
い
て
み

え 

と

ま
せ
ん
か
！
で
き
あ
が
っ
た
年
賀
状
は

文
学
館
の
お
正
月
特
別
企
画
展
の
展
示

場
の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月
２
日
（
日
）
午
後
２
時

１２

〜
４
時

○
講
師　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
い
と

う
ゆ
り
こ
氏

○
会
場　

同
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
０
０
円
（
ハ
ガ
キ
代
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
か
ら
直
接
ま

１１

１３

た
は
電
話
で
、
町
田
市
民
文
学
館
（
11

７
３
９
・
３
４
２
０
）
へ
。

　

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成

事
業
に
よ
り
、
市
立
公
園
５
か
所
に
新

し
く
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
普
及
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

○
設
置
さ
れ
た
公
園
・
設
置
遊
具　

高

瀬
第
三
公
園
＝
２
人
用
ブ
ラ
ン
コ
・
滑

り
台
▽
町
田
中
央
公
園
＝
小
型
滑
り
台

▽
上
小
山
田
み
つ
や
せ
せ
ら
ぎ
公
園
＝

２
人
用
ブ
ラ
ン
コ
▽
上
小
山
田
は
な
み

ず
き
公
園
＝
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
２
基
▽

真
光
寺
清
龍
寺
公
園
＝
３
連
低
鉄
棒

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

市市
立立
公公
園園
５５
かか
所所
にに

新新
しし
いい
遊遊
具具
がが

設設
置置
ささ
れれ
まま
しし
たた

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で
す
。�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

由由
紀紀
ささ
おお
りり
・・
安安
田田
祥祥
子子

SS
oo
nn
gg
ss
WW
iitthh
YY
oo
uu
rr
LL
iiffee
CC
oo
nn
cceerrtt

〜〜
ああ
しし
たた
へへ
贈贈
るる
歌歌
〜〜

　

「
あ
の
時
、
こ
の
歌
」
シ

リ
ー
ズ　

年
、
「
歌
う
た

１０

唄
」
シ
リ
ー
ズ　

年
、
２
０

１０

０
０
回
を
経
て　

年
目
か
ら

２１

新
た
に
展
開
す
る
童
謡
コ
ン

サ
ー
ト
。
次
世
代
、
ま
た
そ

の
次
の
世
代
に
残
す
贈
り
物

と
し
て
�
あ
し
た
へ
贈
る
日

本
の
歌
�
を
お
届
け
し
ま

す
。

２
０
０
８
年
３
月　

日
（
金
）

１４

午
後
６
時　

分
開
演

３０

５
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

　

若
く
し
て
「
椿
姫
」
に 
抜  
擢 
さ
れ
、

ば
っ 
て
き

鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
抜
き
ん
出

た
歌
唱
、
迫
真
の
演
技
、
そ
し
て
華
麗

な
舞
台
姿
は
人
々
に
圧
倒
的
な
感
銘
を

与
え
ま
す
。

２
０
０
８
年
２
月　

日
（
日
）

１７

午
後
３
時
開
演

５
０
０
０
円

○
予
定
曲
目　

あ
し
た
へ
贈
る
歌
、
め

だ
か
の
学
校
、
十
五
夜
お
月
さ
ん
、
ト

ル
コ
行
進
曲

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１１

１４

３０

予
約
受
付
開
始
】

（
税
込
、
全
席
指
定
）

○
予
定
曲
目　

オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」
よ
り
『
あ
る
晴
れ
た
日

に
』
、
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」
よ
り
『
氷
の
よ
う
な

姫
君
の
心
も
』
、
オ
ペ
ラ
「
ジ
ャ
ン
ニ

・
ス
キ
ッ
キ
」
よ
り
『
私
の
い
と
し
い

お
父
さ
ま
』
ほ
か

　

新
作
、
古
典
と
も
秀
で
た
力
を
持
つ

若
手
落
語
家
の
中
心
的
存
在
で
、
人
気

実
力
と
も
に
絶
好
調
の
立
川
談
春
。

２
０
０
８
年
２
月　

日
（
金
）

１５

午
後
７
時
開
演

３
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１１

１２

３０

予
約
受
付
開
始
】

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

親
子
リ
ー
ス
作
り

　

大
地
沢
の
森
の
中
で
材
料
を
採
取
し

て
、
自
分
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
親
子

○
日
時　
　

月
１
日
（
土
）
午
前
９
時

１２

　

分
〜
午
後
３
時

３０

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東

京
会
、
花
い
か
だ
（
元
青
少
年
委
員
の

会
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
費
用　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も

（
高
校
生
ま
で
）
３
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
９
時
か

１１

１１

ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。

※
午
前
９
時
に
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
西

口
駅
前
広
場
か
ら
、
午
後
３
時　

分
に

１０

青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

秋
山
庄
太
郎
賞
「
ば
ら
薫
る
」

斎
藤
日
出
子
（
新
潟
県
佐
渡
市
）

立川談春立川談春
独演会独演会

○
ピ
ア
ノ　

森
島
英
子

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１１

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

佐佐
藤藤
しし
のの
ぶぶ
ソソ
ププ
ララ
ノノ
・・
リリ
ササ
イイ
タタ
ルル


